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思い返すも忌まわしい 3 月 11 日の、1000 年に一度という「東日本大震災」から約 2 カ月が過ぎようとし

ておりますが、被災地、特に宮城県内各支部の支部長・塾生はそれぞれの持ち場で必死になって各自の

日常を過ごしております。今回の被災者は勿論ですが、今後益々日本は決して予断を許さない時代が続

くものと思います。共々に助け合い一致団結してこの“国難”を乗り越えたいものと思います。 

 

さて、ホームページ等では一応、大道塾発祥の地、仙台五橋の設立総本部、現東北本部がその地震で

ヒビが入った事は公表しておりましたが、続く 4 月 7 日の余震で遂に大きく損傷し、使用不可能な状態に

なり、早晩解体することとなりました。 

 

幸い仙台駅近くのビルの4階に丁度道場に手頃なスペースの賃貸物件があり早速コノネンコ師範代が、

平塚評議委員長に同行して頂き、「これなら十分では」との声を頂きましたので、早速、5 月 1 日から引っ

越しを致します。 

 

大道塾設立以来、幾多の歴史を刻んできた道場です。あの道場で多くの塾生、中でも青春の１ページ

を過ごした寮生や地元宮城県の支部長塾生等など、皆々さまに取っても、思い出深いものがあるかと思

います。 

 

1981 年 2 月 17 日 “総合武道”の先駆けとして設立された仙台市五橋の“大道塾総(現東北)本部”は、

31 年の年月を刻み、2011 年 4 月 30 日をもってその使命を終わりますが、この道場の存在は、今後益々

日本武道史の中で、育った幾多の寮生や塾生の名前と“事件”と共に(笑)人口に膾炙する事でしょう。そ

う言う意味でそれなりの“送別会”を行ってやりたいものと思うのです。 

 

引っ越し日が５月１日に決まっている為、甚だ急ではありますが、前日の４月３０日、道場閉鎖の前に

納め稽古と小宴（？）をしようと思います。予定では、5 時ころから基本をやって６時から小宴を催したいと

思いますので、時間が許す方々は、お付き合いください。 

 

なお、時期が時期だけにご案内に躊躇しましたが、上述したようにこの道場の経緯、由縁（ゆえん）を

考えた場合、後で「聞いていなかった」という方が出ないようにと、役員、寮生、現東北本部古参塾生と言

った、特に縁（ゆかり）の深い方々だけに敢えて送らせて頂きました。どうかご無理のないようご対応願い

たいと思います。 

 

草々 



 


